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中
、
８
射
し
て
５
本
以
上

的
中
す
れ
ば
通
過
で
き
る

予
選
は
５
本
的
中
で
ぎ
り

ぎ
り
ク
リ
ア
し
た
。
し
か

し
、
本
人
は
「
前
日
の
公

開
練
習
で
、
い
い
感
じ
で

弓
を
引
け
て
い
た
」
と
復

調
の
手
応
え
を
感
じ
て
い

た
と
い
い
、
勝
負
が
か
か

立
公
園
の
一
部
で
第
２
種

特
別
地
域
（
良
好
な
自
然

状
態
を
保
持
し
て
い
る
地

域
で
、
農
林
漁
業
と
の
調

和
を
図
り
な
が
ら
自
然
景

観
の
保
護
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
な
地
域
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
標
高
１９
㍍

で
「
兵
庫
県
内
で
最
も
低

い
山
」
と
し
て
知
ら
れ
る

ほ
か
、
す
ぐ
そ
ば
の
海
岸

で
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て

潮
干
狩
り
場
や
海
水
浴
場

が
開
設
さ
れ
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
で
も
あ
る
。

　

国
立
公
園
内
の
落
書
き

と
し
て
は
昨
年
８
月
、
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
の
和
歌

山
市
深
山
の
砲
台
跡
で
ス

プ
レ
ー
塗
料
の
落
書
き
が

見
つ
か
り
、
環
境
省
近
畿

地
方
環
境
事
務
所
が
器
物

損
壊
罪
な
ど
で
警
察
に
告

訴
。
ま
た
、
昨
年
９
月
に

は
岩
手
・
十
和
田
八
幡
平

国
立
公
園
の
岩
手
山
で
複

数
の
樹
木
や
石
な
ど
が
ス

プ
レ
ー
の
よ
う
な
塗
料
で

落
書
き
さ
れ
て
い
る
の
が

見
つ
か
っ
た
事
例
な
ど
が

あ
る
。

　

器
物
損
壊
罪
は
懲
役
３

年
以
下
ま
た
は
罰
金
３０
万

円
以
下
の
刑
罰
を
規
定
。

ま
た
、
自
然
公
園
法
は
特

別
地
域
内
で
許
可
な
く
広

告
物
や
そ
れ
に
類
す
る
も

の
を
掲
出
し
た
者
に
懲
役

１
年
以
下
ま
た
は
罰
金
１

０
０
万
円
以
下
に
処
す
る

封
筒
す
り
替
え
て

銀
行
カ
ー
ド
詐
取

中
身
は
ト
ラ
ン
プ

　

赤
穂
署
は
８
月
１９
日
、

赤
穂
市
内
の
７０
代
無
職
女

性
が
「
警
察
官
」
を
名
乗

る
男
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
６
枚
と
通
帳
１
通
を
だ

ま
し
取
ら
れ
る
特
殊
詐
欺

被
害
が
あ
っ
た
と
発
表
し

た
。
同
署
に
よ
る
と
、
こ

の
う
ち
３
つ
の
口
座
か
ら

現
金
計
１
５
３
万
円
が
引

き
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
１８
日

正
午
ご
ろ
、
被
害
女
性
方

に
警
察
官
を
名
乗
る
男
か

ら
「
犯
罪
グ
ル
ー
プ
が
、

あ
な
た
名
義
の
通
帳
を
利

用
し
て
お
金
を
引
き
出
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
と
嘘
の
電
話
が

あ
っ
た
。
女
性
は
、
約
２

時
間
後
に
自
宅
を
訪
ね
て

き
た
男
か
ら
封
筒
を
渡
さ

れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

と
通
帳
、
そ
れ
ら
の
暗
証

番
号
を
書
い
た
メ
モ
を
封

入
。「
使
え
な
く
す
る
た

め
」
と
し
て
封
か
ん
の
割

印
を
押
す
よ
う
に
求
め
ら

れ
、
印
鑑
を
取
り
に
行
っ

た
隙
に
別
の
封
筒
に
す
り

替
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ

る
。

　

同
日
夜
、
女
性
か
ら
話

を
聞
い
た
長
男
が
「
そ
れ

は
詐
欺
」
と
指
摘
。
封
筒

を
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
中

に
入
っ
て
い
た
の
は
ト
ラ

ン
プ
で
、
警
察
に
被
害
を

届
け
出
た
。

○
訂
正
と
お
わ
び

　
８
月
１２
日
付
１
面
の

「
中
学
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大

会
　
赤
穂
勢
の
活
躍
期

待
」
の
記
事
で
、
少
林
寺

拳
法
男
子
組
演
武
の
田
口

煌
輝
君
の
お
名
前
の
ふ
り

が
な
を
誤
っ
て
記
載
し
て

い
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
お
う
き
」
君
で
す
。
訂

正
の
上
、お
わ
び
し
ま
す
。
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穂
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瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
唐
船
山

岩
肌
に
塗
料
で
落
書
き

岩
肌
に
塗
料
で
落
書
き

市
が
環
境
省
と
対
応
協
議

Lady’s medical check-up

赤
穂
3
年 

札
場
菜
那
さ
ん

近
畿
高
校
弓
道
で
優
勝

最
後
の
公
式
戦
有
終
飾
る

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に

含
ま
れ
る
御
崎
の
唐
船
山

で
、
岩
の
表
面
に
ス
プ
レ

ー
塗
料
と
み
ら
れ
る
落
書

き
が
複
数
見
つ
か
っ
た
。

同
山
を
所
有
す
る
赤
穂
市

が
対
応
を
検
討
し
て
い

る
。

　

落
書
き
が
見
つ
か
っ
た

の
は
山
の
南
西
側
の
入
り

江
の
岩
肌
。
青
や
黒
の
塗

料
で
「
海
」「
お
前
ら
」

「
死
ね
」
と
い
っ
た
文
字

や
言
葉
な
ど
が
十
数
か
所

に
点
在
し
て
い
る
。
最
も

大
き
な
文
字
だ
と
１
文
字

で
縦
横
５０
㌢
ほ
ど
の
大
き

さ
が
あ
る
。

　

現
場
の
入
り
江
は
最
干

潮
時
に
は
歩
い
て
行
け
る

が
、
普
段
は
海
に
囲
ま
れ

人
が
近
づ
き
に
く
い
場
所

だ
。
周
辺
の
海
岸
で
定
期

的
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
赤
穂

里
う
み
カ
ヤ
ッ
ク
ス
」
に

よ
る
と
、
７
月
下
旬
に
は

異
常
は
見
ら
れ
ず
、
今
月

１９
日
に
散
歩
で
現
場
を
通

り
が
か
っ
た
人
が
落
書
き

を
見
つ
け
た
と
い
う
。

　

唐
船
山
は
瀬
戸
内
海
国

　

第
７６
回
近
畿
高
校
弓
道

大
会
の
女
子
個
人
で
赤
穂

３
年
の
札
場
菜
那
さ
ん

（
１８
）が
優
勝
。
自
身
に
と

っ
て
高
校
最
後
の
公
式
戦

で
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

　

大
会
は
７
月
２２
・
２３
日

に
彦
根
市
で
あ
り
、
近
畿

２
府
４
県
の
上
位
選
手
計

６０
人
が
出
場
し
た
。
決
勝

は
的
を
外
し
た
者
が
脱
落

す
る
「
射い

詰づ
め

」
と
呼
ば
れ

る
競
技
方
法
で
、
４
射
目

ま
で
終
え
た
時
点
で
札
場

さ
ん
を
含
む
４
人
に
絞
ら

れ
た
。
５
射
目
か
ら
は
的

の
直
径
が
そ
れ
ま
で
の
３６

㌢
か
ら
２４
㌢
に
縮
小
。
他

の
３
選
手
が
外
し
た
中
、

唯
一
人
的
を
射
止
め
た
。

　

大
会
の
数
日
前
に
体
調

を
崩
し
て
不
安
が
あ
っ
た

っ
た
最
後
の
場
面
も
「
思

っ
た
よ
り
も
的
が
小
さ
く

見
え
な
か
っ
た
。
外
す
感

じ
は
な
か
っ
た
」
と
冷
静

に
狙
い
を
定
め
た
。
優
勝

を
決
め
て
試
合
場
を
出
る

と
、
う
れ
し
さ
と
安
堵
の

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
涙
が

こ
ぼ
れ
た
。

　

３
つ
上
の
姉
に
続
き
、

高
校
か
ら
弓
道
を
始
め

た
。「
部
員
の
み
ん
な
と
、

し
ん
ど
い
中
で
も
頑
張
っ

て
練
習
し
て
き
た
こ
と
が

一
番
の
思
い
出
」
と
札
場

さ
ん
。「
自
分
自
身
と
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
る
」

の
が
弓
道
の
お
も
し
ろ
さ

だ
と
話
す
。
村
上
真
順
顧

問（
４１
）は
「
責
任
感
が
強

く
、
普
段
か
ら
練
習
を
お

ろ
そ
か
に
せ
ず
、
最
後
ま

で
や
り
抜
く
タ
イ
プ
。
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

が
今
大
会
で
結
実
し
た
」

と
努
力
を
称
え
た
。（
写

真
は
近
畿
高
校
弓
道
の
女

子
個
人
で
優
勝
し
た
札
場

菜
那
さ
ん
）

と
定
め
て
い
る
。

　

市
は「
悪
質
な
落
書
き
。

関
係
機
関
と
協
議
し
て
対

応
を
考
え
た
い
」（
公
園

街
路
課
）
と
し
て
環
境
省

へ
相
談
。
同
省
は
「
自
然

公
園
法
の
『
広
告
物
に
類

す
る
も
の
』
に
は
落
書
き

も
含
ま
れ
る
。
自
然
石
へ

の
落
書
き
が
同
法
違
反
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
協
議

中
」（
神
戸
自
然
保
護
官
事

務
所
）と
し
て
い
る
。（
写

真
は
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

の
唐
船
山
で
み
つ
か
っ
た

落
書
き
＝
赤
穂
市
提
供
）
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等
の

た
め
に
足
を
運
べ
な
い
人
、

男
性
も
可
。赤
穂
市
内
、隅

か
ら
隅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

遠
方
も
可（
無
定
休
）◎
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取
得

し
て
い
ま
す
。塩
屋
２
６
１

の
９
☎
４２
・
９
０
６
８
、
☎

０
９
０
・
３
４
９
２
・
８
６

８
４

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。洗

車
・
代
車
・
引
取
納
車
各
千

円
増
、
車
検
切
れ
車
も
О

Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変
更

等
も
格
安
。
土
日
祝
日
も

２４
時
間
電
話
受
付
。
安
心

車
検「
オ
ー
ト
車
検
代
行
」

加
里
屋
中
洲
・
白
十
字
西

☎
４5
・
０
７
３
３

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ・

エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用
し

て
、経
済
的
修
理
に
工
夫
し

て
い
ま
す
。小
さ
な
キ
ズ
・

小
さ
な
凹
は
段
取
り
次
第

で
１
日
修
理
も
可
能
。気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。「
坂

元
鈑
金
塗
装
」細
野
町
☎
４３

・
９
０
１
０

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、
見
積
も
り
無

料
。
軽
な
ら
３
９
６
８
０

円
か
ら
。
見
積
も
り
だ
け

で
も
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。
中
古
車
販

売
、
新
車
も
お
任
せ
く
だ

さ
い
。
Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
大

変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
最

安
、
オ
イ
ル
交
換
２
回
無

料
、
車
検
割
引
な
ど
特
典

い
っ
ぱ
い
で
年
会
費
１
５

０
０
円
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ

Ｓ
」
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
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民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　
ん
前
☎
４6
・
３
１
７
７

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》に
、
あ
な

た
の
夢
を
か
た
ち
に
し
ま

す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」若
草

町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、お

も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答
品
、終

活
、家
、倉
庫
の
片
付
け
、ご

相
談
く
だ
さ
い
。見
積
も
り

無
料
。ご
み
で
捨
て
る
前
に

ご
一
報
く
だ
さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・
１

２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。補

助
対
象
機
種
や
お
見
積
等
、

お
問
合
せ
は
当
店
ま
で
。エ

ア
コ
ン
取
付
、移
設
。そ
の

他
お
家
の
お
困
り
事
で
自

分
で
は
無
理
と
思
っ
た
ら

お
電
話
く
だ
さ
い
。尾
崎
☎

２5
・
1
３
８
１

　

▼「
硝
州
屋
大
西（
が
ら

す
や
お
お
に
し
）」＝
鏡
、硝

子
、テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
、サ

ッ
シ
、網
戸
の
新
設
や
修
理

の
事
な
ら
お
任
せ
。無
料
見

積
も
り
致
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。三
樋

町
1８
の
４
☎
４３
・
５
４
１
４

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・腰
痛
で
お
悩

み
の
方
＝
○
３０
分
２
５
０

０
円
○
４5
分
３
０
０
０
円

○
6０
分
３
５
０
０
円
○
８０

分
４
０
０
０
円
。診
療
時
間

1０
時
～
1８
時（
要
予
約
・
送

迎
可
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷆
和
☎
４３
・

７
６
４
８

　

▼『
住
宅
設
備
』や『
電
気

工
事
』
の
こ
と
な
ら
当
店

へ
＝
エ
ア
コ
ン
設
置
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
ア
ン
テ
ナ

関
連
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
や

照
明
な
ど
、
何
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
国
分
電
気
」中
広
☎
４5
・

０
５
０
３
、
☎
０
９
０
・
７

１
１
４
・
３
６
４
９

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
８
月
２6
日（
土
）・

２８
日（
月
）、ア
ー
モ
ン
ド
ク

リ
ー
ム
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
ブ
ル
ベ
リ
ー
タ
ル
ト
15

㌢
ホ
ー
ル
を
１
台
１
３
０

０
円
で
販
売
。
1０
～
1７
時
。

加
里
屋
駅
前（
商
議
所
北
）

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
ハ
ク
サ
イ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
レ

タ
ス
等
、
秋
植
え
野
菜
苗

が
入
荷
。
暑
い
で
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
準
備
を
始
め
ま

し
ょ
う
○
萩
や
紫
式
部
、

キ
キ
ョ
ウ
や
秋
色
の
カ
ラ

ー
リ
ー
フ
な
ど
、
秋
の
寄

植
は
い
か
が
○
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
な
ど
夏
物
花
苗
一
部

大
特
価
。
資
材
特
価
コ
ー

ナ
ー
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下

さ
い
ね
。
入
荷
情
報
や
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。
※
玄

米
販
売
中
。キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
。
ご
来
店
前

に
お
電
話
を
○
店
前
の
ひ

ま
わ
り
畑
は
摘
み
取
り
Ｏ

Ｋ
。お
声
掛
け
下
さ
い
ね
。

「
㈲
米
口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー

セ
リ
ー
」
木
津
☎
４6
・
８

０
０
１

　

▼
旅
館
「
対
鴎
舘
」
＝

①
フ
ロ
ン
ト
・
事
務（
正
社

員
）月
給
1８
万
円
～
、７
～

２1
時（
シ
フ
ト
制
）。フ
ロ
ン

ト
・
事
務（
パ
ー
ト
）時
給
１

０
０
０
円
。時
間
・
曜
日
は

要
相
談
②
配
膳
ス
タ
ッ
フ

15
～
２1
時
、
時
給
１
１
０

０
円
③
浴
場
清
掃
９
～
1３

時
、
時
給
１
０
０
０
円
。御

崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
正
社
員
、パ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
な
ど
募
集
＝
①
セ
ル

フ
赤
穂
西
Ｓ
Ｓ
・
セ
ル
フ
赤

穂
御
崎
監
視
員
ス
タ
ッ
フ
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
６
時
半
～
２1
時
半
の

間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。危

険
物
乙
４
免
許
必
須
。時
給

９
６
０
円
～
②
本
社
配
送

ド
ラ
イ
バ
ー
ス
タ
ッ
フ
。

７
～
1７
時
の
間
で
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
。危
険
物
乙
４
免

許
必
須
・
大
型
免
許
優
遇
。

給
与
２２
～
３２
万
円（
年
齢
経

験
に
よ
る
。昇
給
・
賞
与
あ

り
③
赤
穂
東
Ｓ
Ｓ（
イ
オ
ン

赤
穂
店
さ
ん
西
）・
ブ
リ
ラ

ン
テ
高
田
Ｓ
Ｓ（
上
郡
町
宿

森
元
１
８
９
の
１
）正
社
員

・
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
。
７

～
1９
時
の
間
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
。危
険
物
乙
４
免
許

優
遇
・
自
動
車
整
備
士
優

遇
。給
与
1８
～
２８
万
円（
昇

給
・
賞
与
あ
り
）。「
前
田
石

油
㈱
」中
広
☎
４３
・
２
６
８

８
　

▼
急
募
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
＝
午
前
６
時
半
～

午
後
７
時
の
間
で
５
～
８

時
間
働
け
る
方
。
経
験
者

歓
迎
。社
員
登
用
あ
り
。
仕

事
の
内
容
は
店
頭
に
て
給

油
、
ロ
ー
リ
ー
に
て
配
送

で
す
。
時
給
１
０
０
０
円

～
。「
㈲
小
林
石
油
」
新
田

七
軒
家
☎
４２
・
０
３
２
１

　

▼
中
国
調
理
店「
有
道

理
」ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
時
給

１
０
０
０
円
～
。土
日
昼
の

み
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

接
客
好
き
な
方
、や
る
気
の

あ
る
方
大
歓
迎
。美
味
し
い

ま
か
な
い
付
き
で
す
。加
里

屋
中
洲
５
丁
目
３３
☎
56
・
５

０
２
２（
店
主
・
竹
田
）

　

▼
販
売
ス
タ
ッ
フ
急
募

＝
パ
ー
ト
さ
ん（
和
菓
子
の

販
売
）。
９
時
～
1７
時
の
間

で
４
～
５
時
間
程
度
。休

日
は
シ
フ
ト
制
。時
給
１
１

０
０
円
。詳
細
は
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。「
か

ん
川
本
舗
」加
里
屋
駅
前
町

56
の
１
☎
４３
・
２
５
５
５

　

▼
新
店
舗
で
の
カ
フ
ェ

の
お
仕
事
＝
接
客
、ド
リ
ン

ク
作
成
、調
理
補
助
な
ど
。

正
社
員
２０
万
円
～
、週
休
２

日
制
。社
会
保
険
あ
り
。ア

ル
バ
イ
ト
、パ
ー
ト
時
給
９

６
０
円
～
。
８
時
～
1９
時

（
実
働
８
時
間
）。「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
テ
ラ
ス
Ｓ
Ｅ
Ｎ
」中

広
２
６
２
の
５
☎
56
・
６
２

２
１（
イ
ン
ス
タ
か
ら
Ｄ
Ｍ

も
Ｏ
Ｋ
）

　

▼
巫
女
募
集
＝
御
守
の

授
与
、ご
祈
祷
補
助
他
。勤

務
時
間
は
８
時
半
～
1７
時

（
休
憩
１
時
間
）。給
与
月
額

1７
万
円
、他
手
当
有
。休
日

は
月
７
日
。面
接
随
時
。「
赤

穂
大
石
神
社
」上
仮
屋
☎
４２

・
２
０
５
４

　

▼
秋
の
正
社
員
募
集
＝

食
べ
る
こ
と
に
興
味
が
あ

る
あ
な
た
料
理
好
き
な
あ

な
た
一
緒
に
働
い
て
み
ま

せ
ん
か
。未
経
験
者
大
歓

迎
、「
食
」に
つ
い
て
の
知
識

を
幅
広
く
学
べ
ま
す
。料
理

好
き
な
方
が
向
い
て
ま
す
。

時
に
は
試
食
が
あ
る
と
き

も
。従
業
員
割
引
が
最
大
15

％
。仕
事
を
し
な
が
ら
家
計

も
応
援
。Ｗ
で
お
助
け
○
正

社
員（
店
内
・
レ
ジ
部
門
）。

レ
ジ
、品
だ
し
、発
注
他
。

８
時
ま
た
は
９
時
～
1７
時

ま
た
は
1８
時
の
間
の
７
・
５

時
間
程
度
。年
間
休
日
１
０

０
日（
月
休
８
日
、正
月
休

３
日
）シ
フ
ト
は
、前
月
に

あ
ら
か
じ
め
決
め
る
カ
レ

ン
ダ
ー
制
。月
給
1７
万
５
０

０
０
円
～
（
能
力
・
経
験
に

よ
る
）試
用
期
間
中（
約
３

か
月
間
）は
16
万
５
０
０
０

円
。健
康
保
険
、厚
生
保
険
、

雇
用
保
険
、労
災
保
険
、従

業
員
割
引
制
度
有（
最
大
15

％
割
引
）、マ
イ
カ
ー
通
勤

Ｏ
Ｋ
※
パ
ー
ト
さ
ん
も
募

集
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
旬
鮮
食
彩
館
パ
オ
ー
ネ
塩

屋
店
」塩
屋
字
寺
田
２
７
５

の
１
☎
０
１
２
０
・
４２
・
０

５
０
３（
人
事
・
磯
野
）

　

▼
「
あ
こ
う
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
桜
館
」
＝
夕
食
配

膳
係
／
1７
時
３０
分
～
２1

時
。
週
３
～
４
日
。
高
校

生
可
。時
給
９
６
０
円
～
。

日
数
な
ど
詳
し
く
は
面
談

の
上（
履
歴
書
持
参
）。ま
ず

は
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
黒
崎
町
１
４
８
☎

４２
・
１
４
０
０

　

▼
第
８
回
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
作
品
展
＝
９
月
２
日
～

３
日
、赤
穂
市
立
図
書
館
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。約
５

年
ぶ
り
の
作
品
展
で
す
。皆

様
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

○
生
徒
募
集
中
で
す
。「
Ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
教
室
」鷏
和
☎
４３
・
１
８

５
３（
森
田
）

　

▼
起
立
性
調
節
障
害「
そ

よ
風
ひ
ろ
ば
」
＝
テ
ー
マ

『
□
（
ま
し
か
く
）
な
母

と
凸
凹
（
で
こ
ぼ
こ
）
な

娘
の
こ
じ
ら
せ
体
験
談
』

８
月
２７
日
（
日
）、
塩
屋
公

民
館
研
修
室
で
1３
～
15

時
。
後
半
は
語
り
合
い
の

時
間
で
す
。
参
加
無
料
。
☎

０
９
０
・
３
７
２
４
・
１
８

２
９（
逢
澤
貴
代
）

　

▼
気
と
ツ
ボ
の
健
康
講

演
会
＝
病
気
に
な
ら
ず
元

気
に
生
き
る
た
め
の
気
と

ツ
ボ
と
癒
し
の
話
で
す
。

９
月
３
日（
日
）1０
時
～
11

時
半
、赤
穂
市
民
会
館
２
階

第
３
事
務
室
○
赤
穂
元
気

に
な
ろ
う
会
／
気
と
ツ
ボ

と
丹
田
呼
吸
法
を
共
に
学

び
ま
し
ょ
う
。
９
月
３
日

　 　

　 　

　 　

（
日
）1３
時
半
～
15
時
、２
階

教
養
室
。参
加
無
料
。健
康

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
。☎
０

９
０
・
９
７
７
９
・
０
４
９

０（
祷と

う

慈じ

）

　

▼「
友
愛
供
養
」ペ
ッ
ト

供
養
＝
大
切
な
小
さ
な
家

族
の
為
に
ご
供
養
致
し
ま

す
。「
花
岳
寺
」☎
４２
・
２
０

６
８ 

〈
Ｈ
Ｐ
〉 https:

//kagakuji.jp

　
休
日
急
患
当
番
医

　

▽
２７
日
＝
渡
辺
内
科
小

児
科
医
院（
大
町
11
の
５
）

☎
４２
・
３
８
８
４
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